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　昨今，既設トンネルに近接した大規模な造成工事が数多く施
工されている。鉄道総研では，トンネルへの近接施工の影響予
測の実務のために，平成7年1月に「既設トンネル近接施工対
策マニュアル」を策定した。このマニュアルは，近接施工によ
り予想される影響の程度（＝近接度）の簡便な判定法として設
計実務において活用されているが，近接度を，もとの土被り，

図　近接施工の例

盛土高さ，切土後の土被りといった土被りの増減量のみから判
定する点で課題が残っていた。そこで，既設トンネルへの近接
施工について，近接施工の影響の判定基準の定量化，影響の評
価法の確立を目的として，土被り以外にも切土・盛土幅や地山
の変形係数についても着目して数値解析を実施し，新しいトン
ネルの近接度の判定基準の提案を行った。

（鉄道総研報告，2007年8月）
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